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学位論文題目

OsteoprotegermexpreBsionisBuppres8edinhumanpemprostheticjomtfluid 
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(人工関節圃換術後の関節液中にてOsteopmtegerin濃度は減少している）

本論文は人工関節手術後の合併症であるインプラント周囲の骨融解について､関節液中の砿骨細

砲成熟分化・制御因子炎症性サイトカインの発現を調べたものである。

本論文に用いられた手法は以下の通りである。人工膝または股関節圏換･再置換術予定患者４７

人より関節液を採取し、ELISA法にてｒもceptoractivatorofNF･パBUgandGRANIm、

osteopmtegerin、Ⅱ』．lβ、ＩＬ･６，１TVF.αのタンパク質量の測定を行った。患者群を臨床症状に応

じて３群に分け､統計的に比較検討を行った｡採取法および測定法は砿立した手法により行われて

いる。統計処理もMann-Whitneytestにより適切に行われている。対象患者に対するインフォー

ムドコンセント等の扱いも適切である.



これまで、培養細胞においては炎症性サイトカインによりRANIL発現を促し破骨細胞の分化

成熟にかかわる事が申請者らの研究により明らかとなっていた。今回の研究結果では、生体関節

内ではRANIL発現量には有意な差はなく、oBteopmtegBmの量が有意に減少していた。すなわ

ちRAN、シグナルはRANILそのものの量によるよりも、そのデコイリセプタ_である

osteoprotegerin発現量により砿骨細胞が活性化されている事が示唆された。また、臨床症状に応

じてＬ-1β、IL-6、およびTNF-aの発現も高くなることが示された。

本論文によりインプラント骨溶解の機序の解明に新たな光を当てる事ができ、治療法開発への

応用まで見据えた臨床的意羨も認められる。

本論文は適切に構成され、適切な考察もなされている。

論文提出者に対して本論文および関連領域に関する試問に対し適切な応答が得られ十分な学力

を有することが示された。

以上より、本審査委員会は本鑛文を学位論文として適切なものであると判断した。


